
飯塚市サンビレッジ茜貸付及び運営に関する覚書（案） 

 

飯塚市サンビレッジ茜貸付及び運営について、飯塚市（以下「市」という。）と、〇〇〇〇（以下

「事業予定者」という。）は、下記のとおり合意し、覚書を締結する。 

 

（目的） 

第1条 本覚書の締結をもって、市は〇〇〇〇が事業予定者となったことを確認し、飯塚市サンビ

レッジ茜の運営に向け協議を行う。 

（基本計画書） 

第2条 事業予定者は、応募提案に基づき、市と事業の内容について協議し、市の確認を得た事

業案の実施にかかる基本事項を定めた計画書（以下「基本計画書」という。）を作成しなければ

ならない。 

2 事業予定者は、自らの責任において、事業案の実施のために必要である許認可等に向けた官

公庁等との事前協議その他の事業遂行にかかる一切の調整等を行い、基本計画書を作成しな

ければならない。 

3 前2項にかかる協議、基本計画書の作成、調整等のために必要な一切の費用は事業予定者の

負担とする。 

4 基本計画書は、速やかに作成するものとする。 

（貸付にかかる仮契約等） 

第3条 市と事業予定者は、基本計画の作成により協議が整った時点で双方合意確認したものと

して、飯塚市サンビレッジ茜の事業運営に向けた貸付にかかる仮契約（以下「仮契約」という。）

を覚書締結から3カ月以内に締結する。 

（仮契約の留意点） 

第 4 条 土地及び建物の無償貸付は飯塚市議会の議決を必要とするものであるため、議決後に

本契約と、飯塚市サンビレッジ茜の事業運営に向けた協定（以下「基本協定」という。）を締結す

る。 

2 飯塚市議会の議決を得られなかった場合、仮契約は効力を失い、仮契約までに支出した費用

について、市は補償しない。 

（基本協定に至らなかった場合） 

第 5 条 基本協定までに至らなかった場合、相互に債権債務関係が生じないことを確認し、かつ

本決定の準備及び協議に要した経費について互いに請求しないものとする。 

（その他） 

第 6 条 この覚書に定める事項のほか、その他必要な事項については市及び事業予定者が協議

のうえ定めるものとする。 

 

 以上を証するため、本覚書を 2 通作成し、市及び事業予定者はそれぞれ記名押印の上。各 1

通を保有する。 
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   令和  年  月  日 

 

市         飯塚市 

代表者  市長  武井 政一 

 

事業予定者   ●●市●● 

〇〇〇〇 

代表者   □□□  ■■■■■ 


